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■ 日経平均(日足)とMACD ～ 一段高も先詰まり感 ～
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■ TOPIX(日足)とMACD ～ 下向き圧力打ち消し、2,000p台を回復 ～
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■ 日経平均(日足)のトレンド分析 ～ 目先の上値目標を達成か？ ～
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■ NYダウ(日足)とギャン・アングル、MACD ～ 底入れ期待も不透明感続く ～
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■ NASDAQ(日足)とギャン・アングル、MACD ～ MAを意識した値動き ～
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■ 今後の焦点
① 日米株式市場で株価水準に温度差
・ 日本株：「節目」超えと戻り高値更新をうかがう

② 株価の一段高期待も、直近の株高材料は「危うさ」を抱えている
・ 米国株：短期的な調整からの反発を見極める

③ 来週に向けてイベント目白押し、需給要因にも注意
・ 日本・・・ メジャーSQ(3/10)、日銀金融政策決定会合(3/9～3/10)

・ 株高のきっかけ…米FOMC：0.5％利上げ不安の後退(アトランタ連銀のボスティック総裁発言)

・ 米国・・・ 2月CPI(3/14)、2月小売売上高(3/15)、FOMC(3/21～22)

・ 中国・・・ 全人代(全国人民代表大会)開幕(3/13～)：李強首相の記者会見

・ 日本株の追い風・・・円安、PBR改善期待、次期日銀総裁候補、中国景気への期待など
→3/7パウエルFRB議長の議会証言で不安が再燃

パウエルFRB議長の議会証言(3/7)、3/11からブラックアウト期間

④ 中期的な相場シナリオの修正・変更にも注意
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■「相場のサイクル」で見た視点 ～ 時間軸への意識 ～

緩和

引き締め

減速 拡大

＜金融相場＞

＜逆業績相場＞ ＜逆金融相場＞

＜業績相場＞

景気

企業業績

金融政策

■景気・企業業績拡大

⇒景気過熱・インフレ抑制

■金融緩和の織り込み

■景気・企業業績減速 ■金融引き締めの織り込み

⇒景気刺激
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■ S&P500とFFレートの動き
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■NY連銀公表の「家計債務と信用に関する報告」(2023/02/16)
・2022年４Qの家計債務残高は増加

→個人消費の活発さを示す？・・・「コロナ禍給付金」効果

・「重大な滞納(90日以上の延滞率)」が増えている

→クレジット カードの残高は 9,860 億ドルに急増し、過去最高を更新

カテゴリー 2021年4Q 2022年4Q 

住宅ローン 0.3% 0.57%
ホーム・エクイティ・ライ
ン・オブ・クレジット 0.3% 0.51%

学生ローン 1.1% 1.02%
自動車ローン 1.6% 2.22%

クレジットカード 3.2% 4.01%
その他 2.9% 3.96%
全体 0.70% 1.03%
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